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風力計コ
ロ
ナ
禍
に
思
う
～
日
常
の
当
た
り
前

　
2
0
2
0
年
1
月
に
日
本
上
陸
を
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
瞬
く
間
に
日
本
列
島

を
蹂
躙
し
ま
し
た
。

　
そ
の
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
、な
す
す
べ
も
な

く
過
ご
し
た
日
々
。当
初
は
マ
ス
ク
も
な
い
、

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
も
な
い
、石
鹸
も
な
い
、

い
つ
も
は
有
り
余
る
日
常
品
が
手
に
入
ら
な

い
。あ
ち
こ
ち
走
り
回
り
よ
う
や
く
手
に
入

れ
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
天
井
か
ら
吊
る
し

て
感
染
対
策
。多
少
は
用
意
し
て
い
た
マ
ス

ク
や
消
毒
薬
も
4
月
に
は
底
を
つ
き
、マ
ス

ク
は
3
日
で
1
枚
と
い
う
節
約
状
態
。そ
し

て
2
0
2
1
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

衰
え
を
知
ら
ず
形
を
変
え
、と
う
と
う
第
５

波
ま
で
や
っ
て
き
た
。資
材
は
手
に
入
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、医
療
体
制
は
1
年
前
と
何

も
変
わ
ら
な
い
。発
熱
患
者
は
診
て
も
ら
え

ず
門
前
払
い
。発
熱
外
来
や
診
療
で
き
る
医

療
機
関
は
公
表
さ
れ
ず
路
頭
に
迷
い
仕
方
な

く
薬
局
で
解
熱
剤
を
買
う
。「
こ
ん
な
で
い
い

の
か
！
日
本
」改
め
て
危
機
管
理
能
力
の
な

さ
を
露
呈
し
た
こ
の
国
の
弱
点
。

　
日
常
の
当
た
り
前
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ

か
っ
て
い
る
我
々
は
平
和
ボ
ケ
か
。「
変
え
な

け
れ
ば
、変
え
る
に
は
ど
う
す
る
。」今
、テ

レ
ビ
で
は
自
民
党
総
裁
候
補
の
公
開
討
論
会

が
行
わ
れ
て
い
る
。我
々
が
信
じ
る
政
治
家

が
こ
の
国
を
動
か
さ
な
く
て
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。こ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー

は
い
っ
た
い
誰
に
な
る
だ
ろ
う
。い
つ
に
な

く
そ
の
政
策
に
耳
を
傾
け
る
真
剣
な
自
分
が

い
る
。
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神神か
み
か
み

谷谷やや

ま
さ
ゆ
き
副
会
長

ま
さ
ゆ
き
副
会
長

活
動
報
告（

活
動
報
告（
1010
））

　
9
月
末
で
緊
急
事
態
宣
言
及
び
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
す
べ
て
解
除
さ
れ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
新
規
感
染
者
数
が
激
減
し
て
い
る
。
一
方
、神
谷
副

会
長
の
支
部
訪
問
活
動
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実
際
の

訪
問
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
訪
問
の
ど
ち
ら
か

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、こ
れ
か
ら
は
実
際
の
訪
問
活
動

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
の

支
部
訪
問
活
動
！

●
東
京
都（
8
月
12
日
、13
日
、9
月
30
日
、10
月
1
日
）

　
8
月
の
二
日
間
の
活
動
は
、都
内
の
第
1
ブ
ロ
ッ
ク

（
千
代
田
、中
央
、港
、文
京
、台
東
）、第
5
ブ
ロ
ッ
ク

（
荒
川
、足
立
、葛
飾
）、第
6
ブ
ロ
ッ
ク（
墨
田
、江
東
、

江
戸
川
）、第
7
ブ
ロ
ッ
ク（
西
多
摩
、八
王
子
、南
多

摩
、町
田
）の
薬
局
が
、ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
決
め
ら
れ
た
時

間
に
神
谷
副
会
長
が
参
加
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
会
議
に

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
、意
見
交
換
す
る
と
い
う
形
式
で

行
わ
れ
、57
薬
局
が
参
加
し
た
。
初
日
の
夜
に
は
4
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
参
加
薬
局
を
中
心
に
オ
ン
ラ
イ
ン
懇

親
会
が
行
わ
れ
た
。

　
後
半
二
日
間
の
活
動
は
、第
2
ブ
ロ
ッ
ク（
品
川
、目

黒
、大
田
、世
田
谷
、玉
川
砧
）と
第
3
ブ
ロ
ッ
ク（
杉

並
、中
野
、新
宿
、渋
谷
）の
薬
局
を
対
象
に
、前
半
と

同
様
の
形
式
で
活
動
し
参
加
し
た
薬
局
は
60
か
所
で

あ
っ
た
。
や
は
り
初
日
の
夜
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。

●
福
井
県（
8
月
17
日
〜
20
日
）

　
神
谷
副
会
長
に
よ
る
実
際
の
訪
問
活
動
で
は
な
く
、

県
薬
剤
師
連
盟
の
役
員
、支
部
長
等
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
持
参
し
て
薬
局
や
卸
事
業
所
等
を
訪
問
し
、神
谷
副

会
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
訪
問
薬
局
の
関
係
者
に
挨
拶

し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
11
支
部
の
薬
局
90
か
所
、卸

事
業
所
9
か
所
、製
薬
企
業
1
か
所
、病
院
1
か
所
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
訪
問
し
た
。

　
二
日
目
夜
に
は
若
手
11
名
と
の
ウ
ェ
ブ
座
談
会
が

開
催
さ
れ
直
接
対
話
が
行
わ
れ
、三
日
目
の
武
生
支
部

で
は
40
名
参
加
の
勉
強
会
に
神
谷
副
会
長
が
リ
モ
ー

ト
参
加
し
た
。

●
石
川
県（
8
月
24
日
〜
27
日
）

　
神
谷
副
会
長
は
石
川
県
を
訪
問
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
実
際
の
訪
問
は
金
沢
市
内
の
薬
局
10
か
所
、卸

事
業
所
1
か
所
、国
会
議
員
事
務
所
、自
民
党
県
連
、

チ
ェ
ー
ン
薬
局
本
社
そ
れ
ぞ
れ
1
か
所
で
あ
っ
た
。

　
訪
問
活
動
に
代
え
て
Z
o
o
m
に
よ
る
対
談
番
組

形
式
の「
神
谷
テ
レ
ビ
」を
放
送
し
、多
く
の
会
員
等
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
番
組
を
視
聴
し
た
。
司
会
は
石
川
県
を

代
表
す
る
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、神
谷
副
会
長
と
の

対
談
が
中
心
の
番
組
で
あ
っ
た
が
、番
組
に
よ
っ
て
は

ゲ
ス
ト
と
し
て
山
本
日
本
薬
剤
師
連
盟
会
長
、荻
野
副

会
長
、本
田
参
議
院
議
員
等
も
参
加
し
た
。

　
4
日
間
で
全
9
回
の
番
組
が
放
送
さ
れ
、
の
べ

9
4
2
名
が
視
聴
し
た
。

●
新
潟
県（
8
月
31
日
〜
9
月
5
日
）

　
計
画
で
は
9
月
3
日（
金
）ま
で
の
4
日
間
の
訪
問

活
動
で
あ
っ
た
が
、6
日（
日
）に
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
た
た
め
、5
日（
土
）も
新
潟
市
内
の
薬
局
を

訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
新
潟
支
部
、下
越
支
部
、県
中
央
支
部
、長
岡
支
部
、

魚
沼
支
部
を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、訪
問
で
き
な
か
っ

た
柏
崎
支
部
、上
越
支
部
、糸
魚
川
支
部
の
施
設
に
は

電
話
で
挨
拶
を
行
っ
た
。
薬
局
1
1
2
か
所
、卸
事
業

所
14
か
所
、病
院
1
か
所
、そ
の
他
8
か
所
を
訪
問
す

る
と
と
も
に
、電
話
に
よ
る
挨
拶
は
薬
局
72
か
所
、卸

事
業
所
5
か
所
で
あ
っ
た
。

　
初
日
、二
日
目
に
は
神
谷
ま
さ
ゆ
き
先
生
を
囲
む
会

が
開
催
さ
れ
、Y
o
u
T
u
b
e
ラ
イ
ブ
で
配
信
さ
れ

た
。
参
加
者
は
、そ
れ
ぞ
れ
28
名
、22
名
で
あ
っ
た
。
6

日
の
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
会
場
参
加
者
41
名
、オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
者
59
名
で
あ
っ
た
。

●
富
山
県（
9
月
7
日
〜
10
日
）

　
神
谷
副
会
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
8
支
部
の
薬

局
89
か
所
を
訪
問
し
、挨
拶
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、富
山
県
薬
業
連
合
会
の
理
事
会
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
挨
拶
を
行
っ
た
。
更
に
、富
山
県
薬
剤
師
会
・
薬
剤

師
連
盟
激
励
懇
話
会（
10
名
参
加
）、青
年
・
女
性
有
志

に
よ
る
神
谷
さ
ん
を
囲
む
会（
28
名
参
加
）、県
薬
役
員
・

支
部
長
に
よ
る
神
谷
ま
さ
ゆ
き
氏
と
語
ら
う
会（
15
名

参
加
）、薬
剤
師
連
盟
幹
事
長
・
副
幹
事
長
に
よ
る
反
省

会（
5
名
参
加
）が
Z
O
O
M
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
開
催
さ
れ
、神
谷
副
会
長
が
参
加
し
た
。

●
福
岡
県（
9
月
14
日
〜
17
日
、21
日
、22
日
）

　
福
岡
県
の
14
支
部
を
訪
問
し
、薬
局
1
6
7
か
所
、

卸
事
業
所
21
か
所
、病
院
1
か
所
、総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
。

　
初
日
、
2
日
目
は
福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪
問
し
、
14

日
の
夜
に
は
福
薬
L

a

d

y

’ s
主
催
の「
医
療
従
事

者
の
た
め
の
身
だ
し
な
み
講
座
」（
会
場
参
加
9
名
、

Z
o
o
m
参
加
1
1
3
名
）、
15
日
の
夜
に
は
「
神
谷

ま
さ
ゆ
き
氏
と
の
協
議
会
」と「
医
療
安
全
研
修
会
後

の
連
盟
の
時
間
」（
会
場
参
加
68
名
、Z
o
o
m
参
加

6
4
8
名
）に
神
谷
副
会
長
が
参
加
し
た
。
16
日
は
筑

後
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪
問
し
、夜
に
は「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
氏

を
励
ま
す
会
」（
ウ
ェ
ブ
会
議
参
加
者
2
3
8
名
）に
参

加
、17
日
は
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪
問
し
、夜
に
は「
神

谷
ま
さ
ゆ
き
氏
を
応
援
す
る
会
」（
ウ
ェ
ブ
会
議
参
加

者
1
5
0
名
）に
参
加
し
た
。
21
日
、22
日
は
北
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
を
訪
問
し
、21
日
夜
に
は「
北
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
」（
会
場
参
加
43
名
、Z
o
o
m
参
加
2
5
5

名
）が
開
催
さ
れ
、研
修
会
前
に
国
会
議
員
の
挨
拶
に

続
い
て
神
谷
副
会
長
が
挨
拶
を
行
う
と
と
も
に
、研
修

会
後
に
改
め
て
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

●
島
根
県（
10
月
5
日
〜
8
日
）

　
神
谷
副
会
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
6
支
部
の
薬

局
68
か
所
、卸
事
業
所
4
か
所
を
訪
問
し
た
。
4
日
間

と
も
夜
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る「
神
谷
先
生
を
囲
む
会
」

が
開
催
さ
れ
、1
3
1
名
が
参
加
し
た
。

●
鳥
取
県（
10
月
12
日
〜
15
日
）

　
鳥
取
県
の
3
支
部
の
薬
局
57
か
所
、卸
事
業
所
13
か

所
を
訪
問
し
、挨
拶
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、12
日
の
夜
に
は
東
部
支
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
、13

日
の
夜
に
は
中
部
支
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
さ
れ
、現
地
参
加
者
28
名
、Z
o
o
m
参
加

者
36
名
で
あ
っ
た
。
14
日
夜
に
は
Z
o
o
m
配
信
で

開
催
さ
れ
た
分
業
勉
強
会「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代

の
勉
強
法（
プ
レ
ア
ボ
イ
ド
報
告
を
用
い
た
薬
剤
師
連

携
）」に
お
い
て
神
谷
副
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
参

加
者
は
1
1
0
名
で
あ
っ
た
。

支
部
訪
問
と
並
行
し
て

都
道
府
県
の
会
合
へ
も
参
加
！

　
神
谷
副
会
長
は
、支
部
訪
問
活
動
と
と
も
に
、可
能

な
限
り
都
道
府
県
の
会
合
に
も
参
加
し
て
い
る
。
８
月

中
旬
か
ら
10
月
中
旬
ま
で
に
参
加
し
た
会
合
は
次
の

通
り
で
あ
っ
た
。

　
大
阪
府（
薬
剤
師
連
盟
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会（
泉
州
、北

河
内
、中
河
内
、大
阪
市
南
部
、大
阪
市
北
部
・
西
部
：

以
上
ウ
ェ
ブ
、三
島
：
リ
ア
ル
））、新
潟
県（
薬
学
会
：

ウ
ェ
ブ
）、香
川
県（
薬
剤
師
連
盟
幹
事
会
：
ウ
ェ
ブ
）、

大
分
県（
薬
剤
師
会
夏
期
講
習
会
：
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

薬
剤
師
連
盟
会
議
、
薬
剤
師
会
女
性
薬
剤
師
部
会
：

ウ
ェ
ブ
）、千
葉
県（
薬
剤
師
連
盟
総
務
会
：
ウ
ェ
ブ
）、

神
奈
川
県（
薬
剤
師
連
盟
支
部
長
・
地
域
連
盟
会
長
会
：

リ
ア
ル
）、山
梨
県（
薬
剤
師
連
盟
組
織
強
化
委
員
会
：

ウ
ェ
ブ
）

そ
の
他
の
活
動
！

　
都
道
府
県
主
催
の
会
合
の
ほ
か
、支
部
薬
剤
師
連
盟

の
会
合
や
東
北
薬
剤
師
連
合
大
会
、日
本
薬
局
協
励
会

愛
知
合
同
支
部
大
会
な
ど
に
、リ
ア
ル
又
は
ウ
ェ
ブ
で

参
加
し
た
。
更
に
、9
月
19
日
に
は
、完
全
ウ
ェ
ブ
で

開
催
さ
れ
た
日
本
薬
剤
師
会
学
術
大
会
・
福
岡
大
会
に

座
長
と
し
て
参
加
し
た
。

毎
日
の
活
動
を

F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！

　
神
谷
副
会
長
は
、毎
日
の
活
動
状
況
を
写
真
と

と
も
に
F
a
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
の
活

動
日
誌
」に
掲
載
し
て
い
る
の

で
、是
非
閲
覧
願
い
ま
す
。

東京都（8月12日、13日、9月30日、10月1日） 富山県（9月7日～10日）

福井県（８月17日～20日） 福岡県（9月14日～17日、21日、22日）

石川県（8月24日～27日） 島根県（10月5日～8日）

新潟県（8月31日～9月5日） 鳥取県（10月12日～15日）
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令和3年度  第2回全国薬剤師フォーラム

　
緊
急
事
態
宣
言
が
19
都
道
府
県
で
出
さ
れ
て
い
る
中
、

第
2
回
全
国
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
令
和
3
年
9
月
26

日（
日
）に
完
全
ウ
ェ
ブ
で
藤
谷
企
画
実
行
委
員
会
委
員

の
司
会
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
47
都
道
府
県
薬
剤
師

連
盟
の
幹
事
長
が
Z
O
O
M
で
集
結
し「
紹
介
者
か
ら

支
援
者
へ
輪
を
広
げ
る
〜
10
か
ら
70
へ
〜
」を
テ
ー
マ

に
活
発
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
始
め
に
山
本
日
本
薬
剤
師
連
盟
会
長
か
ら「
2

年
前
に
本
田
顕
子
参
議
院
議
員
が
当
選
し
悲
願
で
あ
っ

た
藤
井
基
之
参
議
院
議
員
と
の
薬
剤
師
参
議
院
議
員
二

人
体
制
が
整
っ
た
。
二
人
体
制
に
な
っ
て
状
況
が
ど
れ

だ
け
変
わ
っ
た
か
、中
央
に
い
て
実
感
し
て
い
る
。
薬

剤
師
の
将
来
の
た
め
、日
本
の
医
薬
品
安
全
を
守
る
た

め
に
今
後
も
こ
の
二
人
体
制
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
自
分
た
ち
の
代
表
を
国
会
へ
送
り
込
み
、

我
々
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
政
策
に
反
映
さ
せ
、そ
の

結
果
薬
剤
師
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
行
く
。
今
日
は

ど
う
し
た
ら
自
分
た
ち
の
意
見
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
。」と
い
う
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
藤
井
基
之

参
議
院
議
員
か
ら「
国
民
の
た
め
に
薬
剤
師
が
活
躍
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
薬
剤
師
参
議
院
議
員
は

重
要
で
あ
る
。」と
、本
田
顕
子
参
議
院
議
員
か
ら「
2
年

前
に
国
会
に
送
り
込
ん
で
い
た
だ
い
て
藤
井
先
生
と
共

に
薬
剤
師
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
た
め
に
日
々
頑
張
っ

て
い
る
。
藤
井
先
生
か
ら
神
谷
副
会
長
に
繋
い
で
い
た

だ
け
る
よ
う
今
日
も
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
頂
き
た
い
。」

と
、挨
拶
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
か
ら「
藤
井
先
生
の

後
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
、本
田
先
生
と
共
に
薬
剤
師

の
た
め
に
し
っ
か
り
と
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
る
。」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、鳥
海
副
会
長
か
ら
後
援
会
広
報
資
材
紹
介
と

神
谷
ま
さ
ゆ
き
P
V
紹
介
が
行
わ
れ
、大
澤
副
会
長
か

ら
は
紹
介
者
・
支
援
者
名
簿
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。

　
続
い
て
、橋
本
常
任
総
務
の
司
会
の
も
と
、パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、ま
ず「
い
か
に
紹
介
者

名
簿
を
集
め
た
か
」を
テ
ー
マ
に
紹
介
者
名
簿
収
集
達

成
率
の
高
い
県
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

選
ば
れ
た
の
は
秋
田
県
、山
梨
県
、徳
島
県
、佐
賀
県
、福

岡
県
、愛
知
県
の
六
県
で
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
長
か
ら
発
表

が
あ
っ
た
。

1 

秋
田
県（
安
田
幹
事
長
）

　
秋
田
県
の
支
援
者
名
簿
収
集
メ
ソ
ッ
ド「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、紹
介
者
の
み
で
得
票
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
」を
作
成
し
た
。
我
々
の
新
商
品「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
」

を
ど
う
ヒ
ッ
ト
セ
ー
ル
ス
に
結
び
つ
け
る
か
！
に
つ
い

て
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
を
用
い
、そ
の
構
成
層
を
①
ビ

ジ
ョ
ン
②
目
新
し
さ
・
イ
ン
パ
ク
ト
③
流
行
・
合
理
性
④

安
心
感
・
安
定
感
⑤
権
威
・
実
績
と
考
え
た
。
次
に
県
薬

の
会
員
数
に
応
じ
た
構
成（
獲
得
数
の
見
込
み
）に
つ
い

て
、
会
員
数
1
，
6
0
0
人
、
施
設
数
5
0
0
薬
局
、
連

盟
会
員
数
1
，
2
8
0
人
、
班
長
・
支
部
長
・
支
部
役
員

2
5
6
人
、県
薬
役
員
40
人
と
考
え
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、

紹
介
者
目
標
は
連
盟
会
員
数
×
5
人
＝
6
，4
0
0
人
。

「
神
谷
で
G
O
！
」と
し
た
。

2 

山
梨
県（
堀
内
幹
事
長
）

　
山
梨
県
は
従
来
の
班
体
制
を
見
直
し
、6
〜
7
薬
局

を
1
グ
ル
ー
プ
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
円
滑
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
1
薬
局
に
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
長
、

副
グ
ル
ー
プ
長
、総
務
担
当
等
1
役
を
担
っ
て
も
ら
う
。

そ
の
新
班
を
活
用
し
て「
紹
介
者
名
簿
の
充
実
こ
そ
が

選
挙
の
肝
に
な
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
名
簿
提
出
薬
局

90
%
以
上
、紹
介
者
1
，5
0
0
人
を
目
標
に
し
て
い
る
。

前
回
選
挙
の
振
り
返
り
に
お
い
て
一
生
懸
命
活
動
し
た

人
ほ
ど
落
胆
し
た
。
裏
切
ら
れ
た
悲
壮
感
が
強
か
っ
た

の
で
、た
だ
単
に
支
援
者
名
簿
数
を
増
や
す
の
で
は
な

く
顔
の
見
え
る
方
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
引
き
続
き
頑
張
っ

て
い
く
。

3 

徳
島
県（
久
次
米
幹
事
長
）

　
当
連
盟
は
ま
ず
紹
介
者
名
簿
の
収
集
目
標
と
実
施
計

画
を
設
定
し
た
。

【
目
標
】全
会
員
薬
局
か
ら
の
紹
介
者
名
簿
提
出
を
達
成

す
る
。

【
実
施
計
画
】①
R
3
年
1
月
中
に
全
会
員
施
設
に
紹
介

者
名
簿
を
配
布
す
る
。
②
R
3
年
2
月
15
日
中
間
締
切

日
を
設
定
し
、支
部
別
名
簿
収
集
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

リ
ス
ト
を
基
に
支
部
長
に
報
告
。
支
部
長
か
ら
未
提
出

の
会
員
施
設
へ
連
絡
す
る
。
③
R
3
年
2
月
末
日
に
第

1
回
締
切
日
設
定
。
再
度
、支
部
長
か
ら
未
提
出
の
会
員

施
設
へ
連
絡
し
て
提
出
を
お
願
い
す
る
。
若
し
く
は
支

部
長
が
回
収
に
行
く
。

【
実
際
の
活
動
】①
支
部
長
会
を
開
催
し
名
簿
の
説
明
と

配
布
を
行
っ
た
。
②
名
簿
収
集
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
各

支
部
長
と
状
況
を
共
有
し
た
。
③
会
長
・
幹
事
長
が
支
部

長
を
訪
問
。
名
簿
収
集
リ
ス
ト
を
基
に
状
況
を
共
有
し
、

未
提
出
者
へ
の
協
力
依
頼
を
再
度
お
願
い
し
た
。
今
後

の
活
動
予
定
は
①
支
部
長
先
導
の
も
と
会
長
・
幹
事
長
主

導
の
薬
局
訪
問
②
卸
さ
ん
訪
問（
会
長
・
幹
事
長
・
役
員
）

③
R
4
年
3
月
28
日
の
薬
学
研
究
会
に
神
谷
副
会
長
に

来
県
し
て
も
ら
う
。
④
青
年
部
、女
性
部
と
の
連
携
強
化

等
を
行
い
頑
張
る
。

4 

佐
賀
県（
本
田
幹
事
長
）

　
佐
賀
県
の
A
会
員
薬
局
数
5
3
6
、紹
介
者
目
標
数

1
，0
0
0
人
支
援
者
目
標
数
7
，0
0
0
人
に
設
定
。

今
回
か
ら
佐
賀
県
薬
剤
師
連
盟
組
織
強
化
委
員
会
を
設

置
し
て
毎
月
開
催
し
て
い
る
。
構
成
員
は
連
盟
会
長
、連

盟
幹
事
長
、組
織
強
化
担
当
役
員
、8
支
部
各
1
名
委
員
。

　
1
／
28
紹
介
者
名
簿
を
各
薬
局
に
郵
送
か
つ
翌
日
朝

F
A
X
に
て
送
信
。
2
／
15
紹
介
者
名
簿
を
班
長
へ
提

出
回
収
。
3
／
1
紹
介
者
名
簿
未
提
出
薬
局
を
班
長
は

支
部
長
へ
報
告
。
支
部
長
よ
り
未
提
出
薬
局
に
提
出
を

依
頼
。
紹
介
者
名
簿
回
収
報
告
書（
班
長
用
・
支
部
長
用
）

を
作
成
し
て
経
過
報
告
と
し
て
利
用
。
3
／
15
未
提
出

薬
局
か
ら
の
紹
介
者
名
簿
の
回
収
。
未
提
出
薬
局
は
佐

賀
県
薬
剤
師
連
盟
か
ら
提
出
再
依
頼
。
3
／
31
紹
介
者

名
簿
収
集
締
め
切
り
。
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
を
作
り

全
会
員
の
協
力
の
も
と
で
神
谷
ま
さ
ゆ
き
氏
の
支
援
を

頑
張
っ
て
い
る
。

5 

福
岡
県（
宮
﨑
幹
事
長
）

　
福
岡
県
薬
剤
師
連
盟
は
23
の
地
区
が
あ
る
の
で
、各

地
区
の
会
長
に
紹
介
者
名
簿
の
収
集
の
詳
細
説
明
と
依

頼
を
実
施
。
そ
の
後
地
区
連
絡
協
議
会
で
各
地
区
の
名

簿
収
集
状
況
を
示
し
、各
地
区
の
情
報
を
共
有
し
、相
互

に
達
成
率
を
意
識
し
て
い
た
だ
い
た
。
W
E
B
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
に
よ
る
意
識
づ
け
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
収
集
。

当
会
で
企
画
し
た
研
修
会
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
提
供

し
23
地
区
す
べ
て
で
実
施
。
女
性
の
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
政
治
と
は
関
係
な
く
ま
ず
人
を
集
め
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
理
由
に
連
盟
活
動
を
減
少
さ
せ
な
い
た
め
、

研
修
会
の
企
画
提
案
に
よ
り
機
会
を
創
出
。「
薬
剤
師
の

現
状
と
未
来
」（
30
分
）地
区
薬
剤
師
連
盟
会
長
・
幹
事
長

（
10
分
）福
岡
県
薬
剤
師
連
盟
会
長
・
幹
事
長（
10
分
）地
区

薬
剤
師
連
盟
組
織
強
化
・
女
性
担
当（
10
分
）地
区
・
支
部

の
担
当
者（
長
）を
巻
き
込
む
。
提
案
型（
方
法
や
コ
ン
テ

ン
ツ
）の
対
応
も
有
効
。

6 

愛
知
県（
稲
本
幹
事
長
）

　

　
愛
知
県
は
会
員
薬
局
が
2
，
9
3
1
薬
局
で
、
紹
介

者
名
簿
提
出
薬
局
目
標
各
支
部
70
%
以
上
、
全
体
で

2
，
1
0
0
薬
局
以
上
、紹
介
者
目
標
は
1

0
，0
0
0

人
以
上
に
設
定
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。
活
動
方
法
と

し
て
は
各
担
当
総
務（
愛
知
県
は
15
選
挙
区
）及
び
各
支

部
長（
45
支
部
）が
協
力
を
し
て
、地
区
の
月
例
会
で「
薬

剤
師
議
員
の
必
要
性
」を
伝
え
、ス
テ
ッ
プ
表
に
従
い
活

動
し
て
い
る
。
ま
た
、未
提
出
薬
局
は
名
簿
を
作
成
し
、

愛
知
県
薬
剤
師
連
盟
役
員
、担
当
総
務
、支
部
長
で
訪
問

し
提
出
依
頼
を
し
て
い
る
。
結
局
は
役
員
が
足
し
げ
く

通
っ
て
依
頼
を
す
る「
ど
ぶ
板
」し
か
な
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
6
県
細
か
い
点
で
手
法
は
違
う
が
、各
県

に
合
わ
せ
た
し
っ
か
り
と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

更
に「
ど
ぶ
板
」で
各
薬
局
を
訪
問
し
て
フ
ォ
ロ
ー
を
す

る
。
こ
の
繰
り
返
し
を
こ
ま
め
に
行
っ
て
い
る
県
が
先

行
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。

　
そ
の
後「
10
か
ら
70
へ
」の
テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　
次
に
岩
本
幹
事
長
か
ら「
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
と
思
う
。
薬
剤
師
参
議
院
議
員
二
人
体
制
を
堅
持

す
る
た
め
薬
剤
師
連
盟
と
し
て
正
念
場
で
あ
る
。
オ
ー

ル
薬
剤
師
で
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
の
総
評
が
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
の
謝
辞
が
あ
り
丹
羽

常
任
総
務
の
熱
の
こ
も
っ
た「
コ
ー
ル
」で
終
了
し
た
。

「つなごう! ! 薬剤師議員」が開催される！「つなごう! ! 薬剤師議員」が開催される！
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令
和
3
年
9
月
29
日（
水
）午
後
1
時
よ
り
臨

時
評
議
員
会
が
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
今
回
の
評
議
員
会
は
前
回
同
様
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

下
の
た
め
、書
面
評
決
に
よ
る
開
催
と
な
っ
た

が
Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
も
行

わ
れ
た
。
定
刻
に
中
原
常
任
総
務
の
司
会
の
も

と
山
本
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、続
い
て
ご
来

賓
の
松
本
純
衆
議
院
議
員
よ
り
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、藤
井
基
之
参
議
院
議
員
、

と
か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
、本
田
あ
き
こ

参
議
院
議
員
は
自
民
党
総
裁
選
挙
投
票
日
と
重

な
っ
た
た
め
、残
念
な
が
ら
欠
席
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、公
務
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
逢
坂

誠
二
衆
議
院
議
員
と
共
に
祝
電
を
い
た
だ
い
て

お
り
、司
会
者
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
披
露
さ
れ
た
。

　
次
に
、明
石
副
議
長
が
登
壇
し
、議
事
を
進

行
し
た
。
ま
ず
は
会
議
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
、

続
い
て
議
事
録
署
名
人
が
指
名
さ
れ
た
後
、重

要
事
項
の
経
過
報
告
と
し
て
薬
剤
師
会
を
巡
る

最
近
の
課
題
に
つ
い
て
、石
井
副
会
長
か
ら
説

明
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
報
告
並
び
に
議
案
説

明
で
は
、報
告
第
1
号
令
和
2
年
度
会
務
並
び

に
事
業
報
告
を
石
井
副
会
長
よ
り
、議
案
第
1

号
令
和
2
年
度
収
入
支
出
決
算
報
告
の
件
を
、

荻
野
副
会
長
よ
り
説
明
の
後
、会
務
並
び
に
会

計
監
査
報
告
が
村
松
監
事
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
後
、採
決
と
な
り
賛
成
多
数
で
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
休
憩
の
後
、協
議
と
な
り
第
1
号
神
谷
ま
さ

ゆ
き
支
援
活
動
の
件
で
は
、ま
ず
最
初
に
神
谷

ま
さ
ゆ
き
副
会
長
よ
り
日
頃
の
支
援
活
動
に
対

す
る
お
礼
の
言
葉
と
共
に
、改
め
て
の
強
い
決

意
表
明
が
な
さ
れ
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。
次
に
支
援
活
動
に
つ
い
て
、組
織

体
制
・
中
央
後
援
会
活
動
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
・
支

部
訪
問
に
つ
い
て
荻
野
副
会
長
よ
り
、名
簿
収

集
・
全
国
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
を
大
澤

副
会
長
よ
り
、広
報
資
材
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

登
録
と
P
O
W
E
R

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

鳥
海
副
会
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、支

援
団
体
・
神
谷
ま
さ
ゆ
き
後
援
会
事
務
所
移
転

に
つ
い
て
石
井
副
会
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

質
疑
応
答
の
後
、鳥
海
副
会
長
か
ら
の
閉
会
の

挨
拶
で
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

臨
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
！

臨
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
！

令和
3年度

　第49回衆議院議員選挙が行われました。
　全国比例区の私は、党本部の依頼で多くの選挙区の応援に入らせていただきま
した。応援に当たって都道府県薬剤師連盟のお力添えも頂いたおかげで私自身の
活動範囲も広げることができました。このことにまず御礼を申し上げます。
　今回の衆議院選挙を通して皆様にお会いし、表情を見て、話し、気持ちを通わせ
ることで政策実現への熱意が更に増しました。
　自民党は、新型コロナウイルス感染症から国民の皆様の命と暮らしを守り抜く
ことを重点公約としており、そこに「かかりつけ薬剤師・薬局の普及」という言葉
が盛り込まれました。政権を担う自民党の政権公約にこうした記載がなされたこ
とは恐らく初めてのことではないかと思いました。
　医療崩壊を起こさないために、薬剤師が自らの専門性を発揮し医療継続に繋げ
ていくことを政府与党が正面から受け止めてくれたと感じました。
　北海道石狩市や、宮城県と山形県の県境の選挙区にも応援に入りました。個人
演説会場で、「薬剤師の先生が熊本からこんな遠くまで来てくれた。」と声をかけ
られた時は薬剤師という存在が地域の皆様に受け入れられている証と思い、とて
もありがたく、嬉しかったです。
　また、国民の皆様の不安を解消するために、何よりも国産ワクチンと経口治療
薬の1日も早い実現が求められていることも体いっぱいに受け止めました。
　年末に向けて、来年度の予算編成に向けた診療報酬・調剤報酬の話し合いがあ
りますので、今まで以上に高い緊張感を持って議論に参加いたします。
　「信頼」と「共感」を原動力に責任政党の一員として着実な政策実現を目指し、
これからも頑張ってまいります。
　変わらぬご指導をよろしくお願い申し上げます。

選挙を終えて

参議院議員・薬剤師 本田顕子

オレンジ日記

　第100代の内閣総理大臣に就任した岸田文雄氏は、就任から僅か
10日後に衆議院を解散し、総選挙に臨みました。
　自民党は岸田新総裁の下で、①感染症から命と暮らしを守る。②

「新しい資本主義」で分厚い中間層を再構築する。「全世代の安心感」
が日本の活力に。③国の礎「農林水産業」を守り、成長産業に。④日
本列島の隅々まで、活発な経済活動が行き渡る国へ。⑤経済安全保
障を強化する。⑥「毅然とした日本外交の展開」と「国防力」強化で日
本を守る。⑦「教育」は国家の基本。人材力の強化、安全で安心な国、
健康で豊かな地域社会を目指す。⑧日本国憲法の改正を目指す。以
上の8項目を大きな政権公約に掲げて選挙を戦い、10月31日の投開
票を迎えました。
　総選挙の前哨戦となった参議院議員補欠選挙で静岡選挙区の自民
党の1議席を失う、厳しい出足となりましたが、自民党は改選前より
議席数は減らしたものの単独で絶対安定多数の261議席を確保する
ことができました。皆様のご支援により、自民・公明の連立与党は引
き続き安定した政権運営を担えることとなりました。改めて御礼申し
上げます。
　他方、薬剤師の松本純氏、渡嘉敷奈緒美氏は、惜しくも議席を確保
することができず、衆議院与党の薬剤師議員はいなくなることとなり
ました。参議院の薬剤師議員の議席は、何としても維持しなければな
りません。薬剤師の皆さんが一丸となって戦いに臨めば、如何なる風
が吹こうとも、必ずや光明をもたらすものと確信しています。私も皆
さんとともに頑張って参ります。

衆議院総選挙を終えて

RReporteport
もとゆきもとゆき 藤井もとゆき国会レポート

参議院議員・薬剤師・薬学博士
参議院自由民主党政策審議会長 藤井基之
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あ
っ
と
云
う
間
の
1
年
7
ヶ
月

　

早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

1
ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら

の
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
何
か
不
安
で
落
ち
着

か
な
い
1
年
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
不
要

不
急
の
外
出
を
控
え
、好
き
な
旅
行
も
飲
み

会
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
年
に
数
回
、家

族
で
楽
し
く
国
内
旅
行
や
海
外
旅
行
を
し

た
こ
と
や
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
に
行
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
が
揃
い
、

早
く
以
前
の
生
活
に
戻
り
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、9
月
に
自
由
民
主
党
の
総
裁
選
が

あ
り
、10
月
は
衆
議
院
議
員
の
選
挙
も
あ
り

ま
し
た
。
引
退
し
た
議
員
、新
し
い
議
員
。

衆
議
院
議
員
や
内
閣
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
る

と
ま
た
新
た
に
薬
剤
師
連
盟
の
仕
事
が
始

ま
り
ま
す
。
私
が
日
本
薬
剤
師
連
盟
に
関

わ
っ
て
1
年
と
7
ヶ
月
。
薬
剤
師
連
盟
の

目
的
に
向
か
っ
て
私
に
与
え
ら
れ
た
任
務

を
我
武
者
羅
に
遂
行
し
て
き
ま
し
た
。
今

思
う
と
あ
っ
と
云
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
気

が
し
ま
す
。
引
き
続
き
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　

薬
剤
師
連
盟
の
目
的
は
、会
員
相
互
の
全

国
的
協
力
に
よ
り
日
本
薬
剤
師
会
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
、そ
の
他
薬
事
・
薬
業
の

進
行
に
必
要
な
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

役
割
は
、薬
剤
師
が
職
能
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、国
会
や
政
府
な
ど

に
薬
剤
師
の
主
張
を
伝
え
、必
要
な
政
策
の

実
現
を
求
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
為

に
は
一
人
で
も
多
く
の
薬
剤
師
を
国
会
に

送
り
込
む
こ
と
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

　

日
本
は
議
会
制
民
主
主
義
で
す
。
各
地

域
・
各
職
域
の
代
表
が
議
員
と
な
り
国
会
で

色
々
審
議
し
て
法
律
が
で
き
ま
す
。
我
々

薬
剤
師
に
関
係
す
る
法
律
に
対
し
て
の
意

見
は
我
々
薬
剤
師
の
代
表
が
言
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
2
年
前
に
悲
願
の
薬
剤

師
参
議
院
議
員
二
人
体
制
に
な
り
、せ
っ
か

く
変
わ
っ
っ
て
き
た
風
向
き
を
ま
た
向
か

い
風
に
変
え
な
い
た
め
に
は
み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
協
力
が
必
要
で
す
。
私
達
も
機

関
紙「
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」や「
薬
連
ハ
イ
ラ
イ

ト
」を
定
期
的
に
発
行
す
る
こ
と
で
色
々
な

こ
と
を
み
な
さ
ま
に
報
告
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」薬
剤

師
一
丸
と
な
っ
て
焦
ら
ず
の
ん
び
り
せ
ず

計
画
通
り
し
っ
か
り
と
連
盟
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
M
・
N
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

鳥
海　

良
寛
、石
井　

甲
一

　
　

大
澤　

泰
輔
、丹
羽　

松
弘

　
　

橋
本　

昌
子
、加
茂　

雅
行

　
　

和
泉
啓
司
郎
、渡
邊
美
知
子

神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
の
人
と
な
り
を
読
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、神
谷
ま
さ
ゆ
き

神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
の
人
と
な
り
を
読
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、神
谷
ま
さ
ゆ
き

副
会
長
と
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
々
よ
り
、神
谷
副
会
長
に
対
す
る
率
直
な
印
象
な
ど
を
語
っ
て
い

副
会
長
と
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
々
よ
り
、神
谷
副
会
長
に
対
す
る
率
直
な
印
象
な
ど
を
語
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ン「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
」を
た
ず
ね
て

「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
」を
た
ず
ね
て

◆
川
邉
祐
子
さ
ん

　�

愛
知
県
女
性
薬
剤

師
連
盟
会
長
、愛

知
県
薬
剤
師
連
盟

副
会
長（
愛
知
県

女
性
薬
剤
師
会
会

長
、愛
知
県
薬
剤
師
会
副
会
長
）

　�

神
谷
先
生
が
愛
知
県
薬
役
員
に
な
ら

れ
た
時
の
同
期

①

礼
儀
正
し
い
、
紳
士
的
、
真
面
目
、
信
念
を

も
っ
て
い
る
、い
つ
も
全
力
投
球
、い
つ
も

満
面
の
笑
顔
な
の
で
話
し
か
け
や
す
い
、何

を
言
っ
て
も
一
生
懸
命
聞
い
て
く
れ
る
。

　

毎
年
家
族
写
真
入
り
の
年
賀
状
を
い
た
だ

く
の
で
す
が
、子
煩
悩
で
お
子
さ
ん
の
話
を

す
る
と
満
面
の
笑
み
で
す
。
努
力
家
で
当
時

か
ら
ス
ピ
ー
チ
の
勉
強
も
し
て
い
ま
し
た
。

②

理
事
会
で
の
協
議
の
場
で
、積
極
的
に
自
分

の
考
え
を
発
言
し
て
い
た
。
厳
し
い
ダ
メ
出

し
を
さ
れ
て
も
め
げ
ず
に
何
度
も
修
正
を

重
ね
て
提
案
し
て
い
く
熱
意
に
頭
が
下
が

り
ま
し
た
。
よ
く
通
る
大
き
な
声
で
堂
々
と

話
さ
れ
る
の
で
マ
イ
ク
が
必
要
な
く
神
谷

氏
の
と
き
は
マ
イ
ク
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
絞

り
ま
し
た（
笑
）。

他
地
区
の
地
域

職
域
薬
剤
師
会

で
講
演
を
さ
れ

た
時
、会
場
の
空

①�

神
谷
副
会
長
の
第
一
印
象
は
真
面
目
で
堅
い
印
象
を
受
け
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

に
身
近
で
お
付
き
合
い
さ
れ
て
、
彼
は
ど
ん
な
青
年
で
し
ょ
う
か
？

②
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
組
織
内
候
補
に
な
っ
た
と
知
っ
た
時
、
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
？

④
こ
れ
か
ら
の
神
谷
副
会
長
に
期
待
す
る
こ
と

⑤
全
国
の
薬
剤
師
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

気
が
変
わ
る
ほ
ど
ス
ピ
ー
チ
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

③

は
じ
め
は
び
っ
く
り
　
で
も
す
ぐ
に
や
っ
ぱ

り
ね
、納
得
で
し
た
。
退
路
を
断
っ
て
臨
ま

れ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の
で
信
念
を
貫
く

機
会
が
え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

④

カ
ッ
コ
つ
け
ず
に
が
む
し
ゃ
ら
に
若
さ
を

武
器
に「
か
が
や
け
み
ら
い
の
や
く
ぎ
ょ
う

か
い
」の
た
め
に
活
動
し
て
ほ
し
い
で
す
。

⑤

神
谷
ま
さ
ゆ
き
く
ん
は
経
験
も
人
脈
も
な
い

新
人
で
す
が
、人
一
倍
薬
剤
師
に
対
し
て
熱

い
気
持
ち
を
も
っ
て
い
ま
す
。
政
治
家
神
谷

ま
さ
ゆ
き
は
皆
さ
ん
が
育
て
て
く
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
活
躍
の
機
会
を
与
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
頑
張
っ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
全
国
の
薬
剤
師
が
一
丸
と
な
っ

て
我
々
の
代
弁
者
と
し
て
の
神
谷
ま
さ
ゆ
き

く
ん
の
政
治
活
動
を
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

◆
鈴
木
秀
明
さ
ん

　�

愛
知
県
薬
剤
師
会

危
機
管
理
部
会
部

員
　�

神
谷
先
生
が
愛
知

県
薬
役
員
当
時
担

当
し
た
危
機
管
理
部
会
の
部
員
で
、

現
在
も
部
員

①

家
族
思
い
で
、気
配
り
が
あ
り
、一
見
穏
や

か
に
見
え
ま
す
が
中
身
は
と
て
も
情
熱
に

満
ち
た
方
で
す
。

　

普
段
は
と
て
も
真
面
目
で
す
が
、お
酒
の
席

で
は
明
る
く
気
さ
く
に
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
さ
れ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
H

R
バ
ン
ドGunsN'Roses

の
大
フ
ア
ン
で
も
あ
り（
私
も
）、真
面
目
で

堅
い
だ
け
で
な
い
一
面
も
た
く
さ
ん
お
あ

り
で
す
よ
。

②

危
機
管
理
部
会
で
ご
一
緒
に
な
っ
た
の
で

す
が
、県
薬
剤
師
会
の
危
機
管
理
を
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
と
て
も
深
く
考
え
、愛
知
県
薬

剤
師
会
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
、救
護
所
に

お
け
る
薬
剤
師
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
多

く
の
も
の
を
作
成
し
、懸
案
だ
っ
た
安
否
確

認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
多
く
の
実

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
部
会
会
議
で
た
く
さ

ん
議
論
を
交
わ
し
た
後
は
毎
回
部
会
の
皆

さ
ん
と
食
事
し
て
、そ
こ
で
も
た
く
さ
ん
お

話
し
て
冗
談
話
に
笑
い
あ
っ
た
の
は
良
い

思
い
出
で
す
。

③

組
織
内
候
補
に
な
る
と
は
全
然
聞
い
て
い
な

か
っ
た
の
で
非
常
に
驚
く
と
同
時
に
、神
谷

先
生
が
組
織
内
候
補
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
神
谷
先
生
な
ら
、薬
剤
師
の

た
め
国
民
の
た
め
日
本
の
た
め
に
身
を
削
っ

て
で
も
頑
張
っ
て
活
動
さ
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

④

神
谷
先
生
は
私
が
期
待
す
る
は
る
か
上
の

ご
活
躍
を
さ
れ
る
の
で
、神
谷
先
生
が
ご
自

身
で
や
り
た
い
こ
と
を
な
さ
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
色
々
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

体
調
崩
さ
ぬ
よ
う
気
を
付
け
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

⑤

薬
剤
師
を
取
り
巻
く
状
況
が
非
常
に
厳
し

い
今
、神
谷
先
生
が
組
織
内
候
補
に
な
ら
れ

た
の
は
私
た
ち
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
神
谷
先
生
は
必
ず
や
、私
た

ち
の
思
い
を
考

え
を
実
現
し
て

く
れ
る
と
信
じ

て
皆
で
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
氏
原
賢
志
さ
ん

　�

豊
橋
市
薬
剤
師
会

会
員

　
地
元
の
先
輩

①

政
幸（
以
下
ま
さ
ゆ

き
）君
は
も
ち
ろ
ん

真
面
目
な
の
で
す
が
、時
折
見
せ
る
体
育
会

系
の
ノ
リ
や
お
茶
目
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
豊
橋
市
薬
剤
師
会
や
愛
知
県

薬
剤
師
会
の
理
事
と
し
て
大
変
な
役
を
自

ら
買
っ
て
出
て
、周
り
を
上
手
く
巻
き
込
み

な
が
ら
事
業
を
い
く
つ
も
や
り
遂
げ
て
来

ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
相
手
の
事
を
よ
く
見
て
と
て
も

気
を
遣
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
が
、正
義

感
が
強
く
自
分
が
引
け
な
い
所
は
と
こ
と

ん
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ー
カ
ー
を
退
職
し
て
父
親
か
ら
引
き
継

い
だ
薬
局
を
4
店
舗
経
営
し
て
、経
営
者
と

し
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
私
は
ま
さ
ゆ
き
君
よ
り
も
年
上

な
の
で
す
が
、お
酒
の
席
で
は
普
通
の
友
達

の
様
に
接
し
て
く
れ
る
の
で
、お
互
い
気
兼

ね
な
く
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　

意
見
が
違
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
話
し
合
い
が

で
き
、殴
り
合
い
の
喧
嘩
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
ね
。（
笑
）

②

ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
る
前

の
話
に
な
り
ま
す
が
、薬
剤
師
仲
間
で
カ
ラ

オ
ケ
を
す
る
時
に
は
、持
ち
前
の
良
い
声
を

聴
か
せ
る
バ
ラ
ー
ド
曲
で
は
な
く
、敢
え
て

少
し
三
枚
目
な
盛
り
上
が
る
曲
を
選
曲
し
、

そ
の
場
の
皆
が
歌
い
易
く
す
る
等
場
を
盛

り
上
げ
る
役
を
自
ら
買
っ
て
出
て
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
？
歌
の
苦
手
な
私
も
気
楽
に
歌

う
事
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

あ
と
事
業
の
打
ち
上
げ
な
ど
で
食
事
を
済

ま
せ
た
後
に
、も
う
一
軒
行
こ
う
と
何
故
か

餃
子
と
ビ
ー
ル
を
注
文
す
る
変
な
流
れ
が

何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

　

後
輩
薬
剤
師
も
呆
れ
な
が
ら
巻
き
込
ん
で

楽
し
く
過
ご
し
た
お
茶
目
な
男
で
す
。

　

時
に
は
失
敗
し
て
落
ち
込
む
事
も
あ
り
、

時
々
弱
音
は
吐
い
て
い
ま
し
た
が
、翌
日
に

は
経
営
者
ら
し
く
最
善
を
選
ん
で
前
に
進

ん
で
い
く
姿
を
見
て
い
た
の
で
、仕
事
を
任

せ
て
安
心
で
き
る
男
で
す
。

③

ま
さ
ゆ
き
君
は
以
前
か
ら
政
治
に
興
味
を

持
ち
連
盟
の
活
動
に
熱
心
で
し
た
が
、ま
さ

か
組
織
内
候
補
に
な
る
と
は
…
で
し
た
。

　
正
直「
え
ー
っ
！
」と
絶
句
し
ま
し
た
。

　

以
前
、私
達
が
別
々
に
所
属
す
る
豊
橋
青
年

会
議
所
と
商
工
会
議
所
で
そ
れ
ぞ
れ
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
く
と
話
し
て
い
た
の
で
、愛

知
県
を
飛
び
出
し
て
、国
政
に
行
く
の
か
と
。

　

そ
の
大
変
な
役
を
ま
さ
ゆ
き
君
が
や
る
の

か
と
。

　

彼
が
全
国
を
飛
び
回
る
間
、地
元
豊
橋
市
か

ら
盛
り
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
な
と
、少
し

重
く
感
じ
ま
し
た
。

④

持
ち
前
の
正
義
感
と
冷
静
な
判
断
で
医
療

業
界
に
と
っ
て
現
場
の
声
を
聞
い
て
届
け

る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
の
声

を
聞
い
て
、医
療
業
界
に
と
っ
て
最
善
の
対

応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑤

全
国
の
薬
剤
師
の
皆
さ
ん
と
は
な
か
な
か

リ
ア
ル
に
会
う
機
会
を
持
て
ず
、ま
さ
ゆ
き

君
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
に
は
少
々

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、ま
さ
ゆ
き

君
は
製
薬
メ
ー
カ
ー
と
薬
局
、更
に
薬
剤
師

会
の
理
事
と
し
て
活
躍
し
た
経
験
は
、こ
れ

ま
で
の
候
補
に
は
無
か
っ
た
現
場
の
視
点

と
患
者
さ
ん
の
声
を
持
っ
て
動
け
る
男
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ま
さ
ゆ
き
君
に
現
場
で
働
く
薬
剤
師
の
切

実
な
声
を
伝
え
て
、そ
の
声
が
国
に
届
く
様

に
彼
を
応
援
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

ま
だ
未
熟
な
所
は
あ
り
ま
す
が
、皆
様
が
神

谷
ま
さ
ゆ
き
を

応
援
し
て
育
て

て
下
さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。


